　　　　　　　　　　　　診　断　書　附　票     　　　　   【書式番号６】
                                                        　　   　　　　　 （Ｈ２１年４月改訂）
                                      　　　　　  ※　診断書とともに記載してください。
１　医学的見地からみて，後見開始の判断をするために鑑定が必要ですか。
□必要である。
□不要である。　□理解力がなく，検査を実施できない。
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　
２　家庭裁判所から鑑定の依頼があった場合，お引き受け願えますか（前記で不要の場
合でも，家庭裁判所の判断で鑑定を行うことがあります。）。
　　□鑑定を引き受けることが可能である。
病医院の住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡　　　　　　　　
医師の氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　
担当診療科名  □ 神経科  □精神科　□神経内科  □心療内科　□脳神経外科
　    　　　　　 □ 内科　  □ その他（　　　　　　　　　　　  　）
　書面による依頼を受けてから鑑定書を提出していただくまでの期間は，ど
のくらい必要でしょうか。
□２週間　　□３週間　　□４週間　　□その他（　　　　　週間）
（一般的には，約１か月以内に鑑定書を提出していただいています。）
　鑑定料はいくらでお願いできますか。
□３万円　　□５万円　　□その他（　　　　　万円）
（５万円でお願いしていることが多いですが，５万円を超える場合は，そ
の事情を記入してください。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　
　　□鑑定を引き受けることはできない。
　　　□次の医師を紹介する。
医師の氏名　　　　　　　　　　　　　　　
病医院の住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡　　　　　　　　
	　　                                                                         　　　　　　　　　申立人から成年後見用診断書の作成を依頼された主治医の方へ
　本診断書及び診断書附票は，成年後見事件が申し立てられた際の参考資料といたします。後日，鑑定を行うことになった場合で，本附票の２で「鑑定を引き受けることが可能である。」と回答いただいていた場合には，原則として家庭裁判所から正式な鑑定依頼をすることとし，担当医師に「鑑定依頼書」と「宣誓書」（誠実に鑑定することを宣誓する文書）及び「鑑定料請求書」の用紙を送付いたします。
　成年後見制度における鑑定は，訴訟事件における鑑定とは異なり，通常，鑑定人に家庭裁判所へお越しいただくことはありません。
　鑑定書の作成方法が不明な場合には，最高裁判所のホームページ(http://www.courts.go.jp)の「裁判手続」，「家事事件について」のサイトから，「新しい成年後見制度における診断書作成の手引」及び「新しい成年後見制度における鑑定書作成の手引」を取り寄せることができます。
　また，本診断書及び附票は熊本家庭裁判所独自のものですので，上記最高裁判所のホームページから熊本家庭裁判所を検索していただくと，その中の「手続案内」から取り寄せることができますので，併せてご利用ください。
熊本家庭裁判所　０９６－２０６－５０７８


